
ええじゃないか

ええじゃないか

城陽
〜広める会が発足〜

の伝統芸能

おかげ踊り
　
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
、
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
お
は

や
し
で
江
戸
時
代
か
ら
市
内
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
お
か

げ
踊
り
。
こ
れ
ま
で
、
乾
城
お
か
げ
踊
り
保
存
会
の
み

な
さ
ん
が
伝
え
て
き
た
こ
の
踊
り
を
、
さ
ら
に
幅
広
く

広
め
る
た
め
「
お
か
げ
踊
り
を
広
め
る
会
」
が
設
立
さ

れ
、
踊
り
の
講
習
会
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
お
か
げ
踊
り
や
広
め
る
会
の
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
か
げ
踊
り
講
習
会

　

６
月
18
日
に
寺
田
コ
ミ
セ

ン
で「
お
か
げ
踊
り
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
去
る
５
月
13
日
に
発
足

さ
れ
た
「
お
か
げ
踊
り
を
広

め
る
会
」
が
主
催
さ
れ
た
も

の
で
、
当
日
は
、
32
人
も
の

老
若
男
女
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

絵
馬
に
見
る
お
か
げ
踊
り

は
、
頭
か
ぶ
り
と
扇
子
を
持

っ
て
踊
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

講
師
を
務
め
ら
れ
た
「
乾

城
お
か
げ
踊
り
保
存
会
」
の

西
村
妙
子
代
表
は
、「
間
違

え
て
も
い
い
の
で
楽
し
く
踊

る
こ
と
で
す
」
と
踊
り
の
コ

ツ
を
参
加
者
に
伝
授
、
ま
た
、

参
加
さ
れ
た
藤
井
美
代
子
さ

ん
は
「
振
り
付
け
も
簡
単
で
、

す
ぐ
に
和
気
あ
い
あ
い
と
踊

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」、

川
村
忠
男
さ
ん
は
「
若
い
世

代
の
人
に
も
踊
り
の
輪
が
広

が
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
、

感
想
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

広
め
る
会
の
工
藤
香
代
子

会
長
は
「
市
の
伝
統
芸
能
で

文
化
財
で
も
あ
る
お
か
げ
踊

り
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
、

各
団
体
や
市
民
の
人
た
ち
に

呼
び
か
け
て
広
め
る
会
を
立

ち
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
は
第
26
回
国
民
文
化
祭

が
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

伝
統
文
化
を
始
め
日
本
の
あ

ら
ゆ
る
文
化
が
披
露
さ
れ
る

こ
の
機
会
に
、
城
陽
市
で
も

子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
く
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
「
お
か
げ
踊
り
」
と
し

て
再
出
発
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。
広
め
る
会
で
は
、
水
度

神
社
へ
の
奉
納
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
気
軽
に
踊

れ
る
よ
う
、
平
成
版
の
お
か

げ
踊
り
も
考
案
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
楽
し

く
、
明
る
く
踊
れ
た
ら
よ
い

で
す
ね
」

と
熱
い
思
い
を
。

　

講
習
会
も
終
わ
り
に
近
づ

く
と
、
そ
れ
ま
で
の
ぎ
こ
ち

な
い
動
き
が
、「
え
え
じ
ゃ

な
い
か
、え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

の
お
は
や
し
に
合
わ
せ
て
扇

子
を
軽
や
か
に
舞
わ
せ
、
大

勢
の
参
加
者
が
輪
に
な
っ
て

踊
る
様
子
は
、
ま
る
で
１
８

０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

お
か
げ
踊
り
っ
て
？

　

広
め
る
会
の
事
務
局
で
も

あ
る
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の

吉
川
雅
智
館
長
に
、「
お
か

げ
踊
り
」
の
始
ま
り
と
歴
史

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
お
か
げ
踊
り
っ
て
何
で
す

か
？

Ａ
・
・
城
陽
市
内
の
お
か
げ

踊
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
は
、
今
か
ら
約

１
８
０
年
前
の
文
政
13
年

（
１
８
３
０
）
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伊

勢
神
宮
へ
集
団
参
詣
す
る

「
お
か
げ
参
り
」が
大
流
行
し
、

そ
の
お
参
り
の
際
に
踊
ら
れ

た
も
の
が
「
お
か
げ
踊
り
」

で
す
。
他
の
村
か
ら
誰
か
が

踊
り
に
や
っ
て
く
る
、
そ
し

て
村
の
中
で
練
習
す
る
、
さ

ら
に
、
他
の
村
へ
踊
り
に
行

く
と
い
う
「
掛
け
踊
り
」
が

特
徴
で
、
河
内
か
ら
大
和
・

山
城
・
播
磨
地
域
へ
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

Ｑ
当
時
の
様
子
が
分
か
る
資

料
は
？

Ａ
・
・
当
時
水
度
神
社
の
神

主
で
あ
っ
た
中
嶋
白し

ら

檮か
し

の
日

記
や
天
保
２
年
に
寺
田
村
北

東
町
が
水
度
神
社
に
奉
納
し

た
絵
馬
が
あ
り
ま
す
。
寺
田

村
で
は
「
町
内
対
抗
お
か
げ

踊
り
大
会
」
と
も
い
う
べ
き

水
度
神
社
へ
の
奉
納
が
行
わ

れ
、
村
内
７
つ
の
町
が
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
衣
装

な
ど
で
踊
っ
た
、
と
て
も
盛

大
な
も
の
で
地
域
の
結
束
を

確
認
す
る
役
割
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

Ｑ
そ
の
後
の
お
か
げ
踊
り

は
？

Ａ
・
・
そ
の
後
、
幕
末
の
慶

応
３
年
（
１
８
６
７
）
は
、

民
衆
に
よ
る
世
直
し
運
動
と

も
い
わ
れ
る
「
え
え
じ
ゃ
な

い
か
」
が
大
流
行
し
た
年
で

し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
お

か
げ
踊
り
も
活
発
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
他
の
地
域

で
は
、
乱
れ
た
踊
り
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
青
谷
の
中

天
満
神
社
の
絵
馬
か
ら
城
陽

で
は
神
社
へ
の
「
お
か
げ
踊

り
」
の
奉
納
の
際
に
は
整
然

と
踊
ら
れ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
大
正
時
代
か
ら
は
、

御
大
典
と
い
う
、
天
皇
の
即

位
礼
を
中
心
と
す
る
行
事
で

踊
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
３
年
の
御
大
典
を
最
後

に
お
か
げ
踊
り
は
次
第
に
踊

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

Ｑ
保
存
に
向
け
た
取
り
組
み

は
？

Ａ
・
・
昭
和
の
御
大
典
か
ら

約
50
年
後
の
昭
和
53
年
、
乾

城
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

が
子
ど
も
時
代
に
経
験
し
た

大
正
の
御
大
典
の
記
憶
を
頼

り
に
復
活
さ
せ
、
同
保
存
会

の
み
な
さ
ん
に
よ
り
現
在
ま

で
踊
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
存
会
も
、
今
や

会
員
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
従
来
の
保

存
会
や
歴
史
民
俗
資
料
館
と

連
携
し
て
お
か
げ
踊
り
を
一

地
域
だ
け
で
な
く
全
市
的
に

広
め
伝
え
る
た
め
に
、「
お

か
げ
踊
り
を
広
め
る
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

�

　

地
域
の
結
束
を
確
認
す
る

役
割
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

お
か
げ
踊
り
。
市
の
伝
統
芸

能
の
保
存
と
継
承
を
通
じ
て

人
の
輪
、
地
域
の
絆
が
よ
り

深
ま
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
み

な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
江
戸
時
代

か
ら
伝
わ
る
城
陽
の
伝
統
芸

能
「
お
か
げ
踊
り
」
を
踊
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ご
入
会
・
お
問
い
合
わ
せ
は

お
か
げ
踊
り
を
広
め
る
会

事
務
局（
歴
史
民
俗
資
料
館
内
）

☎（
55
）７
６
１
１

「おかげ踊りを広める会」
今後の予定

定例講習会
毎月第３土曜日に開催しています。
10：30〜12：00／寺田コミセン
※10月のみ13：30〜15：00
　申込不要・無料

パル祭
７月30日（土）18：00〜19：15
の内15分程度／水上ステージ
ぜひ見に来てください！

慶山市中学生来日歓迎会
８月３日（水）／北城陽中学校

※水度神社への踊りの奉納も予定
　しています

「おかげ踊り図絵馬」
　寺田の水度神社に奉納された絵馬。100
人にもおよぶ男女が踊っているさまが描
かれており、現在も見ることができます。

城陽駅 水度神社

城陽市役所

中天満神社

山城青谷駅

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

長池駅

社務所
２階で
見られます

社務所で
見られますＮ

思いを語る工藤会長

7　21
平成23年（2011年）
No.1427

市　の　人　口
7月1日現在

総　数� 79,519人

世帯数� 30,069世帯

インフルエンザの予防は、手洗い・うがいの励行で！



広告

■
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
」
☆
70
〜
74
歳

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証

（
白
色
）
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
で
す
。
新
し
い
受
給

者
証
は
平
成
22
年
中
の
収
入

状
況
に
よ
り
、
窓
口
負
担
割

合
の
区
分
（
１
割
ま
た
は
３

割
）
を
判
定
し
た
う
え
で
、

７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。〈
表

１
参
照
〉

■
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
」
☆
70
歳
未
満

　

入
院
時
に
提
示
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
窓
口
で
の
支
払

い
が
限
度
額
ま
で
と
な
る
証

（
緑
色
）で
す
。〈
表
２
参
照
〉

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

す
で
に
交
付
し
て
い
る
人
に

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

必
要
な
場
合
は
更
新
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し

国
民
健
康
保
険
料
に
滞
納
が

あ
る
世
帯
の
人
に
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
。

■
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」

　

こ
の
認
定
証
（
緑
色
）
の

提
示
に
よ
り
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
の
、
入
院
時
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
食
事
代
が
減

額
と
な
り
ま
す
。〈
表
２
・

３
・
４
参
照
〉

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
で

す
。
す
で
に
交
付
し
て
い
る

人
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
ま
た
、
お
持
ち
で
な
い

人
も
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
認
定
証
は
、
申
請
さ
れ

た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

▼
要
件　

世
帯
主
と
国
保
加

入
者
全
員
が
平
成
23
年
度
住

民
税
非
課
税
の
人　

※
平
成

23
年
度
に
新
た
に
課
税
世
帯

に
な
っ
た
人
は
更
新
で
き
ま

せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
料
に

滞
納
が
あ
る
世
帯
の
人
に
は

交
付
で
き
ま
せ
ん　

▼
申
請

に
必
要
な
も
の　

所
定
の
申

請
書
・
国
保
被
保
険
者
証
・

印
か
ん

■
福
祉
医
療
（
老
人
・
障

害
・
母
子
）
費
受
給
者
証

　

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。
引
き
続
き
該
当
す
る
人

に
は
、
７
月
中
に
新
し
い
受

給
者
証
（
藤
色
）
を
、
該
当

し
な
い
人
に
は
該
当
し
な
い

旨
の
通
知
を
そ
れ
ぞ
れ
郵
送

し
ま
す
。

　
「
福
祉
医
療
費
の
一
部
負

担
金
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

で
す
。
引
き
続
き
該
当
す
る

人
に
は
、
７
月
中
に
新
し
い

認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。
ま

た
、
お
持
ち
で
な
い
人
も
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
要
件　

福
祉
医
療（
老
人
）

費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人

で
、
世
帯
全
員
が
平
成
23
年

度
住
民
税
非
課
税
の
人　

※

平
成
23
年
度
に
新
た
に
課
税

世
帯
に
な
っ
た
人
は
更
新
で

き
ま
せ
ん　

▼
申
請
に
必
要

な
も
の　

所
定
の
申
請
書
・

健
康
保
険
証
・
福
祉
医
療

（
老
人
）
費
受
給
者
証
・
印

か
ん

■
重
度
心
身
障
が
い
老
人
健

康
管
理
事
業
対
象
者
証

　

現
在
お
持
ち
の
対
象
者
証

（
黄
色
シ
ー
ル
）
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
で
す
。
８

月
１
日
以
降
有
効
の
対
象
者

証
の
交
付
は
申
請
が
必
要
で

す
。
対
象
の
人
に
は
７
月
中

に
更
新
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
。
対
象
者
証
は
、
更
新
を

申
請
さ
れ
た
場
合
、
８
月
の

初
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

▼
更
新
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

所
定
の
申
請
書
、
印
か
ん
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

　

高
齢
者
の
総
合
相
談
や
介

護
予
防
・
権
利
擁
護
な
ど
の

業
務
が
公
平
・
公
正
に
運
営

さ
れ
る
よ
う
協
議
し
ま
す
。

福
祉
・
医
療
関
係
者
や
学
識

経
験
者
の
ほ
か
、
市
民
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

▼
募
集
数　

１
人　

▼
対
象　

市
内
に
住
民
票
か
外
国
人
登

録
の
あ
る
40
歳
以
上
の
人
で
、

年
に
１
〜
２
回
程
度
、
平
日

の
日
中
の
会
議
に
出
席
で
き

る
人　

▼
期
間　

９
月
８
日

〜
平
成
25
年
９
月
７
日　
申

８
月
19
日（
金
）消
印
有
効
で
、

高
齢
者
に
関
す
る
「
相
談
支

援
」、
ま
た
は
「
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」
に
つ
い

て
の
小
論
文
（
原
稿
用
紙
４

０
０
字
詰
２
枚
）
と
申
込
書

を
、
高
齢
介
護
課
［
〒

610�

-01�

� 95
（
住
所
不
要
）
城
陽

市
役
所
高
齢
介
護
課
宛
］
へ

郵
送
か
直
接
持
参　

※
申
込

書
は
、
高
齢
介
護
課
窓
口
に

設
置
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
。
提
出

さ
れ
た
書
類
は
、
返
却
し
ま

せ
ん　

問
高
齢
介
護
課
☎

（
56
）４
０
３
１

▼
対
象
者　

前
年
度
の
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
市
内
在
住

の
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者

（
申
請
し
た
年
度
お
よ
び
そ

の
前
年
度
の
対
象
者
）
※
特

定
高
齢
者
か
ら
二
次
予
防
事

業
の
対
象
者
に
名
称
変
更　

▼
助
成
対
象　

①
手
す
り
の

取
り
付
け　

②
段
差
の
解
消　

③
滑
り
の
防
止
・
円
滑
化
な

ど
の
た
め
の
床
ま
た
は
通
路

面
の
材
料
の
変
更　

④
引
き

戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え　

⑤
洋
式
便
所
な
ど
へ
の
便
器

の
取
り
替
え　

⑥
こ
れ
ら
の

住
宅
改
修
に
付
帯
し
て
必
要

と
な
る
工
事　

▼
助
成
金
額　

１
世
帯
に
つ
き
助
成
対
象
工

事
費
用
の
３
分
の
２
（
16
万

円
を
限
度
。
千
円
未
満
切
捨

て
）

申
申
請
書
に
承
諾
書
（
改
修

す
る
住
宅
が
本
人
以
外
の
場

合
の
み
）・
施
工
業
者
の
見

積
書
（
工
事
の
内
訳
が
分
か

る
も
の
）・
図
面
・
改
修
予

定
箇
所
の
写
真
（
日
付
記

入
）・
理
由
書
・
そ
の
他
必

要
書
類
を
添
え
て
、
高
齢
介

護
課
へ
持
参
※
事
前
調
査
あ

り　
問
高
齢
介
護
課
☎（
56
）

４
０
３
１
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎（
54
）７
３
３
０

�

問
国
保
医
療
課
☎（
56
）４
０
３
８
・
☎（
56
）４
０
３
９

　

受
給
者
証
な
ど
を

　
　
　
　
　
　

更
新
し
ま
す

〈表１〉高齢受給者などの自己負担割合の判定基準

判定基準

３
割

負
担 現役並み所得者

70歳以上の国保被保険者のうち、課税所得が
145万円以上の国保被保険者（70〜74歳）が同
一世帯にいる人（※１）

１
割
負
担

一般 現役並み所得者、区分Ⅱ・Ⅰ以外の人

住
民
税

非
課
税
世
帯

区分Ⅱ 同一世帯の世帯主および国保被保険者全員が、
住民税非課税の人

区分Ⅰ

同一世帯の世帯主および国保被保険者全員が
住民税非課税で、各所得が０円の人（年金の所
得は、控除額を80万円として計算します）。
年金収入のみの場合は、収入80万円以下

※１…国保被保険者の70歳以上の単身世帯で収入が383万円未満・複数
世帯で収入が520万円未満の場合、申請により１割の区分となります。
該当すると思われる世帯には、７月中に申請書を送付しますが、該当さ
れない世帯には申請書は送付しません
★老人医療受給者の判定対象…同一世帯のうち65歳以上の人の状況で判
定します

〈表２〉70歳未満の自己負担限度額（月額）
区分

「認定証表示」 自己負担限度額 ４回目
　　以降※２

区分「A」
　 上位所得者※１

150,000円＋総医療費が500,000円を
超えた分の１％ 83,400円

区分「B」
一般

80,100円＋総医療費が267,000円を
超えた分の１％ 44,400円

区分「C」
住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

※１国民健康保険料の算定基礎となる基礎控除後の総所得が600万円を
超える世帯や、所得の申請の必要があるがされていない未申告者のいる
世帯
※２同じ世帯で過去12カ月の間で高額療養費支給決定が４回目以降は、
自己負担限度額が下がります（１つの医療機関で、21,000円以上の自己
負担額がある場合が対象です）

〈表３〉国保高齢受給者・老人医療受給者老の自己負担限度額（月額）

外来・調剤薬局＋入院
（世帯単位）外来・調剤薬局

（個人ごと）

３
割

現役並み
所得者 44,400円

80,100円 ＋（医 療 費 －267,000
円）×１％　※過去12カ月間で４
回目以降は44,400円）

１
割

一般 12,000円 44,400円

住
民
税

非
課
税
世
帯

区分Ⅱ 8,000円 24,600円

区分Ⅰ 8,000円 15,000円

〈表４〉入院時の食事代の標準負担額（１食あたり）

一般（住民税課税世帯の人） 260円

住民税
非課税世帯

70歳未満の
国保被保険
者・区分Ⅱ

90日までの入院 210円
過去12カ月間で90日を超える
入院（長期該当※１） 160円

区分Ⅰ 100円
※１「長期該当」の区分を申請される場合、入院期間のわかるもの
（入院期間証明書か領収書など）が必要

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
各

証
は
、
市
役
所
国
保
医
療

課
や
久
津
川
の
ふ
れ
あ
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

と
青
谷
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
る

旧
証
回
収
箱
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
の

市
民
公
募
に
つ
い
て

住
宅
改
修
工
事
費

を
助
成
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実地予定地区 
長谷川 

寺田荒州地区 

京奈和道 

西城陽高校 

富野小学校 

衛
生
セ
ン
タ
ー

木
津
川

寺
田
駅

国
道
24
号

24
号国

道

府
道
城
陽
宇
治
線

水主地区 

有
害
鳥
の

捕
獲
な
ど

� 問農政課☎（56）4005
　有害鳥を、銃器を使って捕獲します。ご迷惑をおか
けしますが、ご協力をお願いします
▶日時　７月24日・31日、８月７日・21日のいずれ
も日曜日　６：30〜10：00　▶場所　国道24号西
側の寺田荒州、水主、富野および国道24号東側の観
音堂の各農地

ご注意！

水道の水質基準項目検査結果
　平成23年４月〜６月における、第１浄水場・第２
浄水場・第３浄水場の原水（取水井の集合）および浄水
の検査結果は、いずれも水質基準以下でした。検査項
目は月によって異なります。問工務課☎（52）2442

平成23年（2011年）7月21日　（2）市の鳥－しらさぎ

☆ホームページアドレス☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/　�☆携帯電話版☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/m/�
※右の二次元コードからもアクセスできます（一部機種を除く）



夏の水やりの注意点
　水やりは植物を育てる基本です
が、夏の水やりはやり方しだいで
植物を弱らせてしまうことがあり
ます。今回は夏の水やりの注意点
についてご紹介します。
☆メリハリをつける
　植物の根の生育には、適度な加湿と乾燥の繰り返しが必
要で、根は乾燥することで水を求め伸びていきます。土が
乾いた時には、鉢底から溢れるぐらいたっぷり水をやるこ
とで根から出た老廃物を流し去り、酸素が供給されます。
しかし、水をやり過ぎると、たえず湿った状態となり、根
が伸びず根張りが弱くなります。根は呼吸をしているので、
常に水に浸かっている状態では窒息してしまい、高温のた
め蒸れて、根腐れを起こしやすいので注意します。
☆朝夕２回
　鉢植えは乾燥しやすいので朝夕２回の水やりが必要です。
朝は気温が上がる午前８時までに行い、夕方は午後５時以
降に行うようにします。また夕方の水やりの時に、葉に水
をかける「葉水」を行うことで、植物の体温を下げる効果
があります。ただし、花が咲いているものは花に水がかか
らないよう注意します。
☆乾燥を防ぐ
　水やりと密接に関係があるのが、乾燥対策です。夏の日
中の高温乾燥は植物を弱らせます。鉢植えの場合であれば、
置き場所を日陰に移して遮光することや、鉢を二重鉢にし
たり、コンクリートの上に直接置かず、すのこの上などに
置くことで緩和することができます。また、夏の西日は植
物にとって大敵ですので、西日が当たらない
場所で管理するようにします。
詳しいことは、緑の相談員にお尋ねください。

〈表１〉年長児～高校３年生に受ける予防接種

種目 対象 接種期限
・回数

二種混合
〈DT〉
※１

第２期 11〜13歳未満…
標準では小学６年生

13歳の誕生日
の前日までに
1回接種

麻しん
風しん
混合
〈MR〉

第２期
年長児…
平成17年４月２日〜
平成18年４月１日生まれ

平成24年３月
31日(土)まで
に１回接種

第３期
中学１年生相当…
平成10年４月２日〜
平成11年４月１日生まれ

第４期
高校3年生相当…
平成５年４月２日〜
平成６年４月１日生まれ

日本脳炎

第２期 小学３・４年生 第１期初回２
回・追加１回
および第２期
１回の接種不
足回数
※第２期は９
歳になってか
ら接種

特例
対象者

平成７年６月１日以降生
まれの人

※１　ジフテリア・破傷風混合

〈表２〉乳がん検診・子宮頸がん検診無料クーポン券対象年齢

年齢 対象生年月日

乳がん
検診

40歳 昭和45年４月２日〜46年４月１日

45歳 昭和40年４月２日〜41年４月１日

50歳 昭和35年４月２日〜36年４月１日

55歳 昭和30年４月２日〜31年４月１日

60歳 昭和25年４月２日〜26年４月１日

子宮�
頸がん
検診

20歳 平成２年４月２日〜平成３年４月１日

25歳 昭和60年４月２日〜61年４月１日

30歳 昭和55年４月２日〜56年４月１日

35歳 昭和50年４月２日〜51年４月１日

40歳 昭和45年４月２日〜46年４月１日

（注）無料クーポン券が送付された人で、市の国民健康保険加入
者へ、がん検診助成券（ハガキ）が送付されていますが、乳がん・
子宮頸がん検診の対象にもなる人は、無料クーポンを使って受
診してください。同じ検診は期間中１回しか受けられません。
２回目以降は全額自己負担となります

〈表３〉健康診査の実施内容
〈特定健診〉
40～74歳の

市国民健康保険加入者

〈健康診査〉
後期高齢者

医療制度加入者

受診方法
○�市国民健康保険被保険者証か�
後期高齢者医療被保険者証を持って､ 実施協力医
療機関で受診

一部
負担金

○1,000円
※次の人は負担金免除
[昭和17年３月31日以前
生まれの人で、住民税非
課税の国保世帯の人(事
前に免除申請が必要)]

無料

健診項目 問診・血圧・腹囲測定・
尿検査・血液検査など

問診・血圧
尿検査・血液検査など

健診結果 約1カ月以内に医師から結果説明があります

特定保健
指導

該当する人に通知があり
ます

問環境課☎（56）4061
「電子レンジ、電気ポット編」

─台所でも効率よく、省エネを─
○�ご飯は、炊飯ジャーで保温をせず、電子
レンジで温めなおす
○�電気ポットを長時間使用しない時は、プ
ラグを抜く
○�野菜の下ごしらえに、電子レンジを使う
※この３つの取り組みで、１カ月約440円
の節約ができます

家庭でできる

省エネ� Vol.5

予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　

接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い

よ
う
、
お
早
め
に
受
診
を
！

▼
種
目
・
対
象　
〈
表
１
〉

参
照　

▼
実
施
場
所　

個
別

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

（
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
）

※
要
予
約　

▼
そ
の
他　

○

対
象
の
範
囲
内
は
、
費
用
は

全
額
公
費
負
担
で
す　

○
当

日
に
な
っ
て
、
急
病
そ
の
他

の
理
由
で
見
合
わ
せ
る
場
合

は
、
再
予
約
し
ま
し
ょ
う　

○
急
な
副
反
応
は
30
分
以
内

に
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、

静
か
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
様
子
を

観
察
し
、
医
師
と
す
ぐ
に
連

絡
を
取
れ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う　

○
予
防
接
種

は
一
定
の
期
間
が
過
ぎ
な
い

と
他
の
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

☆
詳
し
く
は
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
や
予
防
接
種
手
帳
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ
い

11
月
30
日
ま
で
実
施
中

乳
が
ん
検
診
・

子
宮
頸
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
の
人
へ
の
お
知
ら
せ

　

女
性
の
が
ん
検
診
受
診
促

進
の
た
め
に
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
対
象
の
人
に
５
月
末

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
23
年
４
月
20

日
現
在
、
市
内
に
住
民
票
・

外
国
人
登
録
の
あ
る
、〈
表

２
〉に
該
当
す
る
女
性

（
注
）
市
外
に
転
出
さ
れ
た

場
合
は
こ
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
は
使
え
ま
せ
ん

10
月
31
日
ま
で
実
施
中

特
定
健
康
診
査
・

健
康
診
査
の
お
し
ら
せ

　

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
に
着
目
し
た
健
診
で

す
。
各
医
療
保
険
者
に
よ
り
、

40
〜
74
歳
の
人
に
対
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人
も
特
定
健
診
に
準

じ
た
健
診
（
健
康
診
査
）
を

実
施
し
ま
す
。
※
〈
表
３
〉

参
照

特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当

者
・
そ
の
予
備
群
と
な
る
と
、

生
活
習
慣
の
改
善
の
き
っ
か

け
と
し
て
特
定
保
健
指
導
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
後
日
、個
別
通
知
し
ま
す
）

▼
注
意
事
項　

○
血
液
検
査

は
10
時
間
以
上
絶
食
し
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い　

○
健
診

は
年
１
回
し
か
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
２
回
目
か
ら
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す　

○

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
・
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
助
成
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査

は
受
診
で
き
ま
せ
ん　

※
そ

の
他
の
医
療
保
険
の
加
入
者

（
職
場
の
健
康
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
）
は
、
加
入
し
て

い
る
各
医
療
保
険
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

★
免
除
申
請
に
つ
い
て
は
、

所
定
の
申
請
書
〈
国
保
医
療

課
［
☎（
56
）４
０
３
８
］
や
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
・
各

コ
ミ
セ
ン
・
各
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
〉
を
国
保
医
療
課
ま

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
。

※
各
コ
ミ
セ
ン
お
よ
び
各
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん

▼
日
時　

８
月
８
日（
月
）午

後
１
時
〜
４
時　

▼
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容　

講
演
「
聞
こ
え
に
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
」、
難
聴
者

体
験
談
、
要
約
筆
記
者
の
活

動
、
福
祉
制
度
に
つ
い
て
、

聴
力
測
定
、
交
流
会
な
ど　

▼
定
員　

聴
力
測
定
は
８
人

※
要
予
約　
申
・
問
福
祉
課

☎（
56
）４
０
３
３

ご
参
加
く
だ
さ
い�

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

琵
琶
湖
の�

ミ
シ
ガ
ン
周
遊
と�

交
流
会

▼
日
時　

９
月
３
日（
土
）市

役
所
南
玄
関
前
午
前
８
時
35

分
集
合
・
午
後
２
時
解
散
予

定
※
雨
天
決
行　

▼
対
象　

市
内
在
住
の
在
宅
要
介
護
高

齢
者
（
身
体
上
ま
た
は
精
神

上
の
著
し
い
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
常
時
の
介
護
を
要
す

る
65
歳
以
上
の
人
）
を
介
護

し
て
い
る
人　

▼
定
員　

44

人
※
多
数
の
場
合
抽
選　

▼

費
用　

無
料　

※
昼
食
あ
り

申
７
月
29
日（
金
）消
印
有
効

で
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
610�

-01�

� 95
（
住
所
不

要
）
城
陽
市
役
所
高
齢
介
護

課
へ
郵
送

問
高
齢
介
護
課
☎（
56
）４
０

３
１

老
齢
基
礎
年
金
の�

繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ�

請
求
に
つ
い
て

〈
繰
り
上
げ
請
求
〉

　

老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年

金
）
の
支
給
開
始
年
齢
は
原

則
65
歳
で
す
が
、
希
望
に
よ

り
60
〜
64
歳
ま
で
の
間
で
も

繰
り
上
げ
て
、
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
１
カ
月
早
め
る
ご
と
に

０
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
さ

れ
、
そ
の
減
額
率
は
生
涯
続

き
ま
す
。

▼
注
意
事
項　

①
受
給
権
発

生
後
の
取
消
・
変
更
は
で
き

ま
せ
ん　

②
国
民
年
金
の
任

意
加
入
は
で
き
ま
せ
ん　

③

障
害
基
礎
年
金
・
寡
婦
年
金

の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
（
寡

婦
年
金
を
受
給
し
て
い
た
人

は
失
権
）　

④
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
（
退
職
共
済

年
金
）
の
定
額
部
分
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す

〈
繰
り
下
げ
請
求
〉

　

66
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
請

求
を
し
た
場
合
、
１
カ
月
遅

ら
せ
る
ご
と
に
０
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
増
額
さ
れ
た
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
請
求
し
た
月
の

減
額
も
し
く
は
増
額
率
が
適

用
さ
れ
、
そ
の
翌
月
分
か
ら

の
支
給
と
な
り
ま
す

問
京
都
南
年
金
事
務
所
☎
０

７
５（
６
４
４
）１
１
６
５
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０（
05
）１
１
６
５
※
Ｐ
Ｈ

Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

03（
６
７
０
０
）１
１
６
５

平
成
23
年
度�

辻
奨
学
生
募
集

▼
対
象　

①
勉
学
奨
励
…
学

力
優
秀
な
人
（
高
校
は
３
年

以
下
、
大
学
は
２
年
以
上
）　

②
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
…
全
国
規

模
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
た
人　

③
芸
術
奨
励

…
文
学
、
音
楽
、
美
術
な
ど

の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
た
人　

▼
交
付
額
（
年

額
）　

◎
高
校
（
高
専
）
生

…
10
万
円　

◎
大
学
（
短

大
・
院
）
生
…
50
万
円

申
８
月
31
日（
水
）ま
で
に
教

育
総
務
課
へ
直
接　

応
募
資

格
や
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
教
育
総
務
課
☎（
56
）４
０

０
３

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
☎（
55
）１
１
１
１

耳のこと　　�
なんでも相談

市の花－花しょうぶ（3）　市の木－梅

問…問い合わせ　申…申込方法　詳しくはそれぞれへお問い合わせください
この広報紙は再生紙および大豆油インキを使用しています

買物は城陽市内で行いましょう



スポー
ツ

８月のソフトテニス教室

▼日時　８月１日・８日・29日
のいずれも月曜日　10：00〜
13：00　 ▼場所　市民体育館　

▼費用　１回500円　 ▼持ち物　
上靴（ラケットの貸し出しあり）　
☆経験不問　※申込不要　問
NPO法人ST・NET21　荒川氏
☎（52）9544、平野氏☎（52）4�
406

ナイター市民テニス教室�
（一般成人対象）

▼日時　８月18日・25日、９月
１日・８日・15日のいずれも木
曜日※全５回　19：00〜21：
00　 ▼場所　鴻ノ巣山運動公
園テニスコート　 ▼対象　市内
在住・在勤の初・中級者　 ▼定
員　初級20人・中級12人※多
数の場合抽選　 ▼費用　3,000
円※当日徴収　申８月11日（木）
までに、往復ハガキに受講クラ
ス・住所・氏名・電話番号を明
記し、〒610-0111富野堀口
172-27　城陽テニス協会　中
野真志氏へ郵送　問中野氏☎
090（9216）9924

市民総体ゴルフ大会�
兼府民総体予選会

▼日時　８月24日（水）８：00
スタート　 ▼場所　城陽カント
リー倶楽部　東コース　 ▼種目　
①市民総体の部（ダブルぺリア
方式）　②府民総体市予選会の
部（スクラッチ方式）　 ▼対象　
市内在住・在勤の人　 ▼定員　
先着80人　 ▼ 費用　参加費
1,000円・プレー費15,000円
（キャディ・懇親会費含む）※当
日徴収　申８月13日（土）まで
に、住所・氏名・電話番号・参
加種目を明記し、市ゴルフ協会
［〒610-0111富野森山78-12、
Fax（53）3712］へハガキかフ

▶日時　８月13日（土）13：30
〜16：00　▶場所　五里ごり
館、寺田コミセン　▶対象　小
学生以上　▶定員　15人　▶
費用　大人700円、小中学生
550円　 申７月21日（木）10：
00から直接か電話
■第４回
「貫頭衣を着て麻糸でブレスレ
ットをつくろう！」
▶日時　８月20日（土）13：30
〜16：00　▶場所　寺田コミ
セン　▶対象　小学生以上　▶
定員　20人　▶費用　大人
250円、小中学生100円　申７
月21日（木）10：00から直接か
電話
☆手作りワークショップ②
「消しゴムはんこをつくろう！」
▶日時　８月25日（木）13：30
〜16：00　▶場所　五里ごり
館　▶対象　小学４年生以上　
▶定員　20人　▶費用　大人
300円、小中学生200円　申７
月21日（木）10：00から直接か
電話

お知ら
せ

第29回『青少年の意見』�
発表会　作品募集

＜テーマ＞「城陽市のことにつ
いて」「家族や家庭について思
うこと」「経験や体験を通して
思うこと」「ぼくの夢、わたし
の夢」など自由

▼対象　○小学生の部（５・６年
生）　○中学生の部　○青年の
部（高校生・府立城陽支援学校

ァクス　問市ゴルフ協会☎（53）
3377

朝のさわやか体操

▼日時　８月８日（月）〜12日
（金）の毎日　６：15〜６：45　

▼場所　市民体育館前広場　 ▼

その他　ケガなどについては応
急手当のみ実施　※申込不要・
無料　問スポーツセンター☎
（55）6222

寺田西総合型�
地域スポーツクラブ

＜８・９月のスポーツ教室＞
①こどもスポーツ教室

▼日時　８月２日〜30日の毎週
火・木曜日※全９回　９：00〜
12：00　 ▼内容　卓球、バド
ミントン、ドッジボール、ソフ
トバレーボール、跳び箱、縄跳
びほか　 ▼対象　小学生　※無
料
②夏休み市民ラージボール
　卓球教室

▼日時　７月27日〜８月31日
の毎週水・金曜日※全11回　
９：00〜12：00　 ▼費用　１
回200円※会員無料
③市民ラージボール卓球教室

▼日時　９月19日（祝）13：30
〜16：00　 ▼費用　１回200
円※会員無料
①②③いずれも

▼場所　寺田西小学校体育館　

▼持ち物　体育館シューズ、飲
み物、タオル　※申込不要
☆その他教室も実施しています
ので、お問い合わせください
問同クラブ三浦氏☎（53）3186

文パル
通信

プラネタリウム☎（55）7667

☆ふれあい交流イベント
　西館４階はこわ～いよ！
『あっという間の闇ツアーと火の
玉実験』

▼日時　８月14日（日）14：40
〜15：20　� ▼場所　コスモホ
ール、寺田コミセン　 ▼定員　
火の玉実験のみ先着20人　※
無料　申『火の玉実験』のみ電
話※『闇ツアー』は申込不要

図書館☎（53）4000

☆子どもライブラリースペシャ
ル『子ども本の広場フェスティ
バル』
　読書ボランティアが、それぞ
れのレパートリーを披露します。

▼日時　７月24日（日）14：00
〜15：30　 ▼場所　文化パル
ク城陽第３会議室　 ▼出演　城
陽おはなしサークル、すずらん、
きっき、ぽたた　※申込不要・
無料

五里ごり館（歴史民俗資料館）�
☎（55）7611

【夏季特別展】
「あの世・妖怪―闇にひそむも
のたち―」
　妖怪を絵画史料などで紹介す
るとともに、超自然現象・怪
異・恐怖・不安など、妖怪が生
まれた背景や幽霊なども紹介し
ています。
　またあわせて、明治時代に作
られ死者を運んだ「輿」や、現
在も使われている死者の枕元に
立てかける「枕屏風」も展示し
ています。
▶期間　９月４日（日）まで※文
化パルク城陽休館日は休み　▶
時間　10：00〜17：00（入館
は16：30まで）　▶観覧料　大
人200円、小中学生100円　※
市内在住の小中学生、65歳以
上の人、身体障害者手帳などを
お持ちの人は無料
☆おとなもこどもも体験する
　考古学教室
■第３回
「竪穴住居をつくろう！」

通学高等部生徒・既婚者を除く
30歳以下の人）　※いずれも市
内在住の人　 ▼規格　400字詰
め原稿用紙４枚以内で未発表の
もの。１人１点　 ▼発表会　10
月22日（土）13：30から／文化
パルク城陽ふれあいホール　申
９月１日（木）までに、市立の
小・中学校、府立城陽高校・西
城陽高校・城陽支援学校通学高
等部の生徒は各学校へ。それ以
外の人は、表紙に学校名・学年
または勤務先名・氏名・年齢・
住所・電話番号を明記し、文化
体育振興課へ持参　☆参加賞あ
り　問文化体育振興課☎（56）
4047

消防からのお知らせ

◇熱中症にご注意を
　連日猛暑が続いています。頭
痛がしたり、気分が悪くなった
ら、すぐに涼しい場所で休憩を
とり、適切な水分補給をしてく
ださい。
問消防署☎（54）0116
◇花火の取り扱いにご注意を！
　花火の取り扱い上の不注意か
ら、毎年火災やケガが発生して
います。必ず使用説明書に基づ
き安全な場所で正しく使用しま
しょう。
問消防本部☎（54）0115

問…問い合わせ　　申…申込方法
※�詳しくはそれぞれへお問い合わ
せください

消費生活センター
☎（56）4052

く
ら
し
の １ 1 0 番

のうえ、居住地に限定した縁故募集であると
かたって信用させるなど、さらに巧妙な手口
です。
　実際には発行会社と買取業者が同一であっ
たり、もしくは共謀している可能性が高く、
最終的に買取業者と連絡がとれなくなるケー
スがほとんどです。
　発行会社から直接社債を購入すると、転売
はほぼ不可能、発行会社が認めなければ中途
解約もできません。また、発行会社が倒産す
れば元本回収も困難です。
　社債に関する不審な郵便物や勧誘電話には
くれぐれもご注意ください。

　「Ａ社の社長が当市出身なので、市民に限
って案内しているという勧誘電話があった。
前後して別の業者からＡ社の社債ならば買い
取りたいという電話もあった。信用できるか」
という問い合わせがありました。
　複数の関係者が登場し契約するように仕向
ける手口は「劇場型」と呼ばれています。そ

「怪しい社債」の勧誘にご注意

青谷コミセン☎（53）8273　FAX（56）6042　〒610-0114�市辺五島7−1
潮風のハイキング～綱敷天満宮から須磨離宮公園へ～
７月31日（日）コミセン８：20集合・16：00帰館予定
※市のバス利用。雨天決行

抽選30人・参加費1,000円（入場料、
駐車場代ほか）
申７月22日（金）９：00に来館抽選

夏休み子ども料理
～自分で作れるオムライス～
８月４日（木）10：00〜13：00　ヘルスメイト城陽

先着15人※小学３年生以上対象
材料費350円
申来館か電話

ぼくのパン。わたしのパン。
～どんな形がすきですか～
８月５日（金）10：00〜13：00　藤井かほる氏

先着16人※小学生対象
材料費300円
申来館か電話

南部コミセン☎（55）1002　FAX（56）6040　〒610-0111�富野東田部70−1
親子で楽しむ『３Ｂ体操教室』
７月29日（金）10：00〜11：30
日本３Ｂ体操協会　永廣喜代美氏

先着親子30人※小学３年生以下
とその保護者対象・無料
申来館か電話

東日本大震災にまつわる講演会『放射線と生命の関わ
り』・追悼ミニコンサート（ピアノ演奏と歌）
８月７日（日）13：00〜15：30　京都大学　内海博司氏

無料
申来館か電話

寺田コミセン☎（55）0010　FAX（55）0197　〒610-0121�寺田今堀1
子ども体験教室
～アスレチック、川遊び、うちわ作りを楽しむ～
８月28日（日）９：00〜16：30　アクトパル宇治
※市のバス利用

先着30人※小学生対象・参加費
1,000円（昼食代、材料費ほか）
申７月22日（金）から参加費を添
え来館

パル祭『盆おどり子ども大使』募集！
盆おどりに参加していただける子どもたちを募集
７月30日（土）19：15〜20：30　文化パルク城陽北広場

先着５人※幼児〜小学生対象
☆認定証、記念写真を贈呈
申７月22日（金）から来館か電話

北部コミセン☎（55）1001　FAX（56）6032　〒610-0101�平川広田67
ドミノあそび～約3,000個の木製ドミノを並べて遊ぶ～
７月30日（土）13：30〜15：30

※幼児（保護者同伴）〜小学生対象
申込不要・無料

今池コミセン☎（56）0525　FAX（56）6041　〒610-0117�枇杷庄知原15−1
子ども料理教室～ちびっ子シェフにおまかせ～
野菜たっぷりスープカレー、豆乳寒天の黒みつかけほか
８月６日（土）10：00〜12：30　ヘルスメイト城陽

先着10人※小学生対象
材料費350円※当日徴収
申来館か電話

子ども映画会「借りぐらしのアリエッティ」
８月７日（日）13：30〜15：10

申込不要・無料

◆申し込みや問い合わせは、各コミセンへ　［開館時間］９：00〜21：00（申込は17：00
まで）　［７月の休館日］○青谷・北部・南部・今池・東部コミセン…月・祝　○寺田コミ
セン…25日（月）

＜募集＞■今池将棋同好会　
毎週日曜日13：00〜17：00　
今池コミセン　本馬☎（53）
1419

（4）平成23年（2011年）7月21日

休日急病診療所☎（55）1112
（内科・小児科）

▼場所／保健センター内〔歯科は宇治市休日急病診療所☎（39）9430〕

▼受付時間／９：５０〜１１：３０・１３：００〜１６：３０　※日曜日・祝日のみ
蛇口からそのまま飲める　安くて安全　おいしい城陽の水道水


